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民間議員ペーパーの議論に加えて、以下の点を提起したい。 
 
・オンラインを活用した大学教育改革 
  
オンラインであれば、定員の制約なし 入試のあり方を変革可能 
 地方にいても低所得でも、トップレベルの大学教育を受けるチャンスに 
社会に出て仕事をしてから、大学教育を受ける 学び直しができる 
入試の結果ではなく、卒業に意味のある大学へ 
 
・大企業の経営陣に「よそ者」「若者」を大幅に参加させる 
そのための「働き方改革」「コーポレートガバナンス改革」 
 
多様な人材が新たな経営戦略を生む 
そのために、中途採用者・女性・外国人の割合を増やす 
その結果として地方や中小企業へ、大きな人の流れを作り出す 
 
・より実態に沿った地方納税のあり方 
 
居住実態を登録・把握することで、それに合った地方納税を可能に 
例えば週末に居住する自治体への部分的な地方税納税はできないか 
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